
国立研究開発法人審議会 

新エネルギー・産業技術総合開発機構部会（第２１回） 

議事要旨 

 

○日時：令和４年７月１４日（木）９：３０～１１：３０ 

○場所：WEB 会議 

○出席者 

渡部部会長、高井委員、竹内委員、小川委員、羽生委員、熊崎委員 

 

○議題 

議題１：令和２年度における国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構 

の業務実績に関する主務大臣評価の結果等について（報告） 

議題２：国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構の令和３年度業務実 

績及び自己評価結果について 

議題３：国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構の第４期中長期目標 

期間終了時に見込まれる業務実績及び自己評価結果について 

議題４：国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構における第４期中長 

期目標期間の組織マネジメントについて 

議題５：国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構の第４期中長期目標 

終了時における業務・組織全般の見直し（案）について 

議題６：国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構第４期中長期目標の 

変更について（報告） 

（デジタル社会の実現に向けた重点計画（令和 3 年 12 月 24 日閣議決定）に

記載された独立行政法人の情報システムに関する具体的な施策に基づく変

更及び独立行政法人等の保有する個人情報の保護に関する法律の名称変更

に伴う変更） 

 

○議事概要 

議題１について、令和２年度における国立研究開発法人新エネルギー・産業技術 

総合開発機構の業務実績に関する主務大臣評価の結果等について、事務局より報 

告を行い、委員から理解を得た。 

 

議題２、３及び４について、NEDOより説明を行い、委員から以下の質問及び意見 

が述べられた。 

●質問 

【NEDO事業について】 

・ロボットの社会実装と研究開発を加速するためWorld Robot Summit 2020を開 

催しているが、社会実装に向けて、今後見込まれる成果を具体的に提示してい 

ただきたい。 

  ・水素サプライチェーン事業について、社会実装に向けて今後の展望を示していた 

だきたい。 

 



  ・スタートアップ支援事業について、今後の発展を推進していくべきと考える。 

   そのためにはJETRO等他機関や各府省と連携して行くべきと考えるが、そういっ   

   た連携は行っているのか。 

 【業務の効率化及び運営について】 

・職員のモチベーション向上は重要と考える。職員表彰制度とはどういった内容で

実施しているのか伺いたい。 

・理事執行会議を設置した背景及びそれを活用したことによる執行変化等はあった

のか具体的に伺いたい。 

 

●意見 

 【NEDOの事業について】 

・いずれの事業においても、各府省及び関係企業との連携がとても重要であると考

えている。特に、CN関連の重要な政策に関する事業や、研究開発型スタートアッ

プ支援についてはさらに連携を深め、力を入れて取り組んでいくべきと考える。 

  【業務の運営について】 

・申請手続きの電子化を促進している点については、評価している。  

【評価について】 

  ・水素海上輸送サプライチェーン等、世界初の実証事業を行う事は評価されること

であるが、あくまで社会実装が目的である。社会実装に向けてどういった成果が

見込まれるのかを示すべき。現状に満足せず、今後さらに注力すべき。 

  

議題５について、事務局から説明を行い、委員から理解を得た。 

 

議題６について、事務局から説明を行い、委員から理解を得た。 

 

○問い合わせ先 

経済産業省産業技術環境局研究開発課新エネルギー・産業技術総合開発機構室 

Tel：03-3501-1948  

Fax：03-3501-7877 

以上  

 

 

 


